
国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

平成２６年７月１１日１６時１０分発表

　　部が前回より更新

１．事故概要

・発生場所：南陽市荻地内の旧吉野鉱山（最上川支川吉野川）

・発生日時：平成２６年７月１０日　０時から６時の間

・流 出 物：坑水（坑内から湧出る水）

・流 出 量：不明

２．事故対応状況

7月10日　19時00分　山形河川国道事務所　災害対策支部（水質）「注意体制」を設置

7月11日　16時00分　山形河川国道事務所　災害対策支部（水質）「注意体制」を解除

３．最上川及び吉野川の状況

４．今後の対応について

　通常の河川巡視により、河川に異常がないか引き続き監視していきます。

　今回の事故に関する水質調査は以上をもって終了します。
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最上川水系水質汚濁対策連絡協議会 事務局
国土交通省　東北地方整備局　山形河川国道事務所

電話：023-688-8942（河川管理課　直通）

　　山形県南陽市における旧吉野鉱山からの
　　　　　　坑水流出について（第３報　終報）

問い合わせ先

７月１０日０時から６時の間、山形県南陽市荻地内の旧吉野鉱山か
ら、降雨の影響により坑水が吉野川に流出する事故が発生したとの連
絡を受け、山形河川国道事務所では１９時００分に災害対策支部（水
質）「注意体制」を設置し、水質調査及び河川巡視を行ってきまし
た。
　水質調査及び河川巡視の結果、異常がみられなかったことから、
７月１１日１６時００分をもって災害対策支部（水質）「注意体制」
を解除しました。

※ 魚の死骸等を発見された場合は、下記に連絡をお願いします。

　７月１０日、１１日に水質調査（ｐH、亜鉛、銅、カドミウム）を実施しましたが、
すべての地点において異常はありませんでした。

　７月１１日最上川の河川巡視を実施しましたが、魚のヘイ死等の異常はありません
でした。


